
二
三

一　

問
題
の
所
在

　

日
本
で
は
千
三
百
年
間
あ
ま
り
年
号
を
使
い
続
け
て
い
る
︒
周
知
の
通
り
︑
大
半
の
年
号
は
漢
籍
を
典
拠
に
持
っ
て
お
り
︑
改
元
を
審

議
す
る
陣
座
に
提
出
さ
れ
る
年
号
勘
文
に
は
︑
事
前
に
宣
下
を
受
け
た
公
卿
が
そ
れ
ぞ
れ
考
案
し
た
い
く
つ
か
の
年
号
案
に
加
え
︑
典
拠

の
引
文
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
森
本
角
蔵
の
調
査
に
よ
る
と
︑﹁
年
号
勘
文
﹂
の
中
で
引
か
れ
る
漢
籍
の
種
類
は
百
六
に
ま
で
達
し
︑
引
用

回
数
が
最
も
多
い
の
は
《
尚
書
》
の
百
二
十
回
で
あ
り
︑
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
《
周
易
》
の
九
十
七
回
︑
さ
ら
に
《
文
選
》
の
八
十
七
回
で

あ
る︵

1
︶︒

　

新
た
な
年
号
が
聖
旨
に
よ
っ
て
決
ま
る
ま
で
の
朝
議
を
﹁
改
元
定
﹂
と
称
し
︑
改
元
定
に
関
連
す
る
記
録
は
現
在
で
も
相
当
量
が
残
っ

て
お
り
︑
高
辻
長
成
︵
一
二
〇
五
～
一
二
八
一
︶《
元
秘
別
録
》
は
代
表
的
な
資
料
集
と
言
え
る︵

2
︶︒
長
成
は
﹁
改
元
定
﹂
が
挙
行
さ
れ

る
度
に
勘
申
さ
れ
た
年
号
勘
文
と
関
連
資
料
を
材
料
と
し
て
《
元
秘
別
録
》
を
作
成
し
た
︒
現
存
す
る
諸
本
は
い
ず
れ
も
後
人
に
よ
る
増

補
を
経
て
い
る
が
︑
同
書
は
当
初
︑
養
老
︵
七
一
七
～
七
二
四
︶
か
ら
長
成
存
命
中
の
弘
安
︵
一
二
七
八
～
一
二
八
八
︶
ま
で
の
改
元
記

録
を
収
録
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
中
国
に
お
い
て
印
刷
術
が
普
及
す
る
の
は
宋
代
︵
九
六
〇
～
一
二
七
九
︶
に
入
っ
て
か
ら
だ
か
ら
︑

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界

─ 

経
書
の
校
勘
を
中
心
と
す
る
考
察 

─
水　
　

上　
　

雅　
　

晴



二
四

《
元
秘
別
録
》
の
中
︑
長
成
に
よ
っ
て
編
輯
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
の
勘
文
の
引
文
に
は
︑
刊
本
流
入
前
に
国
内
に
伝
わ
っ
て
い
た

旧
鈔
本
の
漢
籍
テ
キ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
︒
本
稿
で
は
︑
こ
の
《
元
秘
別
録
》
を
材
料
と
し
て
考
察
を
進
め
︑
日
本
人
の

漢
籍
・
漢
学
受
容
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
部
分
に
光
を
当
て
る
と
同
時
に
︑《
元
秘
別
録
》
の
資
料
価
値
と
そ
の
限
界

に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
通
し
て
︑
年
号
勘
文
資
料
に
対
す
る
研
究
の
土
台
作
り
を
行
な
い
た
い
︒
な
お
︑﹁
年
号
勘
文
資
料
﹂
と
は
︑

年
号
勘
文
本
体
と
そ
の
周
辺
資
料
を
指
す
︒

二　
《
元
秘
別
録
》
所
引
漢
籍
の
来
源

　

書
名
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
︑《
元
秘
別
録
》
は
別
記
・
附
録
の
一
種
で
あ
り
︑
同
じ
高
辻
長
成
に
よ
る
《
元
秘
抄
》
を
補
う
資
料

と
し
て
作
成
さ
れ
た
︒《
元
秘
抄
》
に
は
︑
国
内
お
よ
び
諸
外
国
の
年
号
の
使
用
状
況
︑
年
号
決
定
に
関
す
る
先
例
や
し
き
た
り
︑
年
号

勘
文
の
書
式
︑
改
元
定
の
中
で
交
わ
さ
れ
る
﹁
難
陳
﹂
と
呼
ば
れ
る
弁
論
の
事
例
な
ど
に
加
え
て
︑︿
年
号
引
文
﹀
と
題
し
て
︑
年
号
勘

文
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
漢
籍
の
一
覧
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
リ
ス
ト
に
は
︑《
論
語
》・《
孝
経
》・《
礼
記
》
以
下
︑
七
十
三
種

に
上
る
漢
籍
が
並
ん
で
い
る︵

3
︶︒
漢
籍
の
種
類
が
森
本
氏
が
示
し
て
い
る
数
よ
り
少
な
い
の
は
︑
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
増
補
が
き
ち

ん
と
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
旧
鈔
本
を
含
む
こ
れ
ら
の
漢
籍
は
ど
こ
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
ま
ず
は

こ
の
点
に
関
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
︒

　

日
本
で
明
代
以
降
の
中
国
と
同
様
に
﹁
一
世
一
元
﹂
制
の
下
で
改
元
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
︑
そ
れ
ま

で
は
︑﹁
代
始
﹂・﹁
辛
酉
革
命
﹂・﹁
甲
子
革
令
﹂・﹁
祥
瑞
記
念
﹂・﹁
災
禍
厭
勝
﹂
な
ど
を
理
由
と
し
て
頻
繁
に
改
元
が
実
施
さ
れ
て
い
た
︒

大
化
元
年
︵
六
四
五
︶
か
ら
大
正
十
四
年
︵
一
九
二
五
︶
に
至
る
ま
で
の
千
二
百
八
十
一
年
間
︑
全
部
で
二
百
二
十
九
の
年
号
が
用
い
ら

れ
て
い
る
か
ら
︑
一
つ
の
年
号
の
平
均
持
続
期
間
は
五
年
半
で
あ
る︵

4
︶︒
改
元
定
の
度
︑
複
数
の
公
卿
に
よ
っ
て
年
号
勘
文
が
勘
申
さ
れ
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
年
号
勘
文
に
は
ま
た
複
数
の
年
号
案
と
そ
の
典
拠
と
な
る
引
文
が
記
さ
れ
る
か
ら
︑《
元
秘
別
録
》
に
相
当
大
量
の
漢
籍
の

テ
キ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
︒
年
号
勘
文
の
引
文
に
使
わ
れ
た
漢
籍
は
勘
申
者
の
身
近
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ



二
五

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

う
が
︑
勘
申
者
は
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

　

森
本
角
蔵
に
よ
る
と
︑﹁
年
号
勘
文
奏
進
者
﹂
は
全
部
で
二
百
二
十
二
名
お
り
︑
そ
の
内
訳
は
︑
菅
原
氏
が
百
九
名
︑
藤
原
氏
が

九
十
三
名
︑
大
江
氏
が
十
名
を
占
め
︑
そ
の
他
の
氏
族
は
い
ず
れ
も
一
・
二
名
に
と
ど
ま
る
︒
同
氏
が
書
中
で
示
し
て
い
る
統
計
表
を
も

と
に
し
た
概
括
に
よ
る
と
︑
正
暦
︵
九
九
〇
～
九
九
五
︶
か
ら
建
久
︵
一
一
九
〇
～
一
一
九
九
︶
ま
で
の
二
百
年
間
は
﹁
藤
原
氏
の
優
勢

時
代
﹂
と
称
さ
れ
︑
藤
原
氏
が
多
数
を
占
め
︑
大
江
氏
と
菅
原
氏
が
こ
れ
に
次
ぎ
︑
正
治
︵
一
一
九
九
～
一
二
〇
一
︶
か
ら
文
明

︵
一
四
六
九
～
一
四
八
七
︶
に
至
る
ま
で
の
三
百
年
間
は
﹁
菅
原
氏
・
藤
原
氏
平
行
時
代
﹂
と
称
さ
れ
︑
菅
原
・
藤
原
両
氏
以
外
の
参
与

が
稀
に
な
っ
て
お
り
︑
長
享
︵
一
四
八
七
～
一
四
八
九
︶
か
ら
江
戸
末
年
︵
一
八
六
六
︶
に
至
る
ま
で
の
四
百
年
間
は
﹁
菅
原
氏
の
独
占

時
代
﹂
と
称
さ
れ
︑
他
氏
は
天
文
︵
一
五
三
二
～
一
五
五
五
︶
改
元
時
に
宇
多
源
氏
の
一
人
が
参
与
す
る
の
み
に
な
っ
て
い
る︵

5
︶︒

　

菅
原
氏
と
大
江
氏
︑
そ
れ
に
藤
原
氏
の
中
︑
南
家
︑
式
家
︑
そ
し
て
北
家
の
日
野
流
は
い
ず
れ
も
文
章
博
士
家
と
称
さ
れ
︑
文
章
博
士

の
地
位
を
独
占
し
て
い
た
︒
寛
治
︵
一
〇
八
七
～
一
〇
九
四
︶
改
元
を
例
に
し
て
言
う
と
︑
こ
の
時
に
勘
文
を
提
出
し
た
の
は
大
江
匡
房

︵
一
〇
四
一
～
一
一
一
一
︶︑
藤
原
成
季
︵
一
〇
六
二
年
病
気
退
官
︒
南
家
︶
と
藤
原
敦
宗
︵
一
〇
四
二
～
一
一
一
一
︒
北
家
日
野
流
︶
の

三
名
で
あ
り
︑
後
二
者
の
肩
書
は
﹁
文
章
博
士
﹂︑
平
安
後
期
を
代
表
す
る
学
者
で
も
あ
っ
た
大
江
匡
房
の
肩
書
は
﹁
式
部
大
輔
﹂
と
な
っ

て
い
る︵

6
︶︒
匡
房
自
身
は
文
章
博
士
に
な
っ
て
い
な
い
が
︑
母
は
文
章
博
士
橘
孝
親
の
娘
で
あ
り
︑
式
部
大
輔
に
し
て
も
︑
儒
者
に
し

て
侍
読
を
経
た
も
の
が
任
じ
ら
れ
る
の
が
慣
例
に
な
っ
て
お
り
︑
実
際
は
︑
日
野
・
大
江
・
菅
原
な
ど
の
氏
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
た
か
ら
︑

文
章
博
士
家
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
官
職
で
あ
っ
た
︒
高
辻
家
は
菅
原
氏
の
後
裔
で
あ
り
︑
高
辻
長
成
は
菅
原
長
成
と
も
呼
ば
れ
る
︒

そ
れ
故
︑《
元
秘
抄
》
や
《
元
秘
別
録
》
を
編
輯
す
る
だ
け
の
資
料
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
︒

　

年
号
勘
文
の
提
出
者
の
大
多
数
が
文
章
博
士
家
に
属
す
る
者
で
あ
れ
ば
︑
勘
文
の
中
で
提
示
さ
れ
る
漢
籍
の
大
半
は
文
章
博
士
家
に
由

来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
阿
部
隆
一
《
本
邦
現
存
漢
籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
》
に
目
を
通
す
と
容
易
に
理
解
さ
れ
る
通
り
︑
現
存
す
る

漢
籍
古
鈔
本
は
明
経
博
士
家
に
由
来
す
る
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
て
︑
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
漢
籍
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
は
或
る
程

度
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
︑
文
章
博
士
家
に
由
来
す
る
漢
籍
古
鈔
本
は
絶
対
量
が
少
な
く
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
は

言
い
難
い︵

7
︶︒
す
る
と
︑
断
片
的
な
が
ら
も
︑
か
な
り
の
分
量
が
残
っ
て
い
る
《
元
秘
別
録
》
所
収
の
漢
籍
テ
キ
ス
ト
に
は
︑
漢
籍
古



二
六

鈔
本
の
研
究
範
囲
を
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
︒

　

現
存
す
る
日
本
の
年
号
勘
文
資
料
に
つ
い
て
は
︑
森
本
角
蔵
が
編
纂
し
た
目
録
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
同

氏
は
資
料
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
︒
第
一
グ
ル
ー
プ
は
﹁
改
元
定
﹂
に
関
す
る
公
式
記
録
︑
参
与
し
た
人
々
の
記
録
︑
公
卿
日

記
の
中
か
ら
年
号
に
関
す
る
記
載
を
摘
録
集
成
し
た
資
料
集
な
ど
︑
第
二
グ
ル
ー
プ
は
年
号
に
関
連
す
る
日
記
本
体
︑
第
三
グ
ル
ー
プ
は

年
号
に
関
す
る
議
論
と
研
究
で
あ
る︵

8
︶︒
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
︑
第
一
グ
ル
ー
プ
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
︑《
元
秘
別
録
》
も
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
︒
本
稿
で
は
︑
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
《
元
秘
別
録
》
六
冊
本
︵
資
料
番
号
：
一
四
六
︱
一
二
四
︶
を
底
本
と

し
て
議
論
を
進
め
る
︒

三　
《
元
秘
別
録
》
所
引
の
漢
籍
テ
キ
ス
ト
の
古
さ
と
信
頼
性

　
《
元
秘
別
録
》
所
収
の
年
号
勘
文
の
引
文
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
漢
籍
テ
キ
ス
ト
に
は
︑
旧
鈔
本
に
も
と
づ
く
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
が
︑
実
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
︒
以
下
︑
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
︒

　

事
例
（
ａ
）　

天
喜
︵
一
〇
五
三
～
一
〇
五
八
︶
改
元
時
︑
平
定
親
︵
九
九
五
～
一
〇
六
三
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
三
つ
の
年
号
案

が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
永
長
﹂
は
《
後
漢
書
・
光
武
帝
紀
下
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　
　
《
後
漢
書
》
曰
︑﹁
稟0

国
永
長
︑
為
後
代0

法
﹂︒︵1_29a
︶

　　

通
行
本
の
《
後
漢
書
》
は
﹁
享0

国
永
長
︑
為
後
世0

法
﹂︵1_1x_65
︶
に
作
る︵

9
︶︒《
元
秘
別
録
》
が
﹁
稟
﹂
を
﹁
享
﹂
に
作
る
の
は
形

義
と
も
に
類
似
す
る
文
字
で
あ
り
︑
形
近
の
譌
と
簡
単
に
退
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒﹁
代
﹂
字
に
つ
い
て
は
唐
太
宗
の
諱
﹁
世
民
﹂
を

避
け
た
改
字
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

　



二
七

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

　

事
例
（
ｂ
）　

康
平
︵
一
〇
五
八
～
一
〇
六
五
︶
改
元
時
︑
文
章
博
士
藤
原
実
範
︵
生
卒
年
未
詳
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
三
つ
の
年

号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
康
平
﹂
は
《
後
漢
書
・
梁
統
伝
》
を
典
拠
の
一
つ
と
し
︑
引
文
は
﹁
後
漢
書
曰
︑
文
帝
寛
恵
柔
克
︑

遭
代0

康
平
﹂︵1_31b　

図
一
︶
に
作
る
が
︑
通
行
本
《
後
漢
書
》
は
﹁
代
﹂
を
﹁
世
﹂
に
作
る
︵5_34_1166

︶︒
こ
れ
も
唐
太
宗
の
諱

を
避
け
た
改
字
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
図
一

　　　

事
例
（
ｃ
）　

永
保
︵
一
〇
八
一
～
一
〇
八
四
︶
改
元
時
︑
文
章
博
士
藤
原
有
綱
︵
？
～
一
〇
八
二
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
も
三
つ
の

年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
政
平
﹂
は
《
後
漢
書
・
左
雄
伝
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　　
　
《
後
漢
書
》
曰
︑﹁
人0

所
以
安
而
失0

怨
者
︑
政
平
也
﹂︒︵1_42b-43a

︶

　　

通
行
本
《
後
漢
書
》
は
﹁
民0

所
以
安
而
無0

怨
者
︑
政
平
吏
良
也
﹂︵7_61_2016

︶
に
作
る
︒
勘
文
引
文
中
の
﹁
人
﹂
字
も
唐
太
宗
の

諱
を
避
け
た
改
字
に
相
違
な
く
︑﹁
失
﹂
字
は
恐
ら
く
﹁
無
﹂
の
異
体
字
﹁
无
﹂
を
書
き
違
え
た
譌
字
で
あ
ろ
う
︒

　

こ
こ
ま
で
の
三
例
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
︑
避
諱
の
状
況
か
ら
見
て
︑
年
号
勘
文
に
引
か
れ
て
い
る
《
後
漢
書
》
が
唐
鈔
本
に
由
来
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
文
章
博
士
藤
原
成
季
が
嘉
保
︵
一
〇
九
四
～
一
〇
九
六
︶
改
元
時
に
勘
文
の
中
で
引
用
し
て
い
る
《
後
漢
書
・

陸
康
伝
》
は
﹁
陛
下
聖
徳
承
天
︑
当
隆0

盛
紀
﹂
に
作
っ
て
お
り
︑
通
行
本
と
同
様
に
唐
玄
宗
の
諱
﹁
隆
基
﹂
を
避
け
て
い
な
い

︵1_49b/4_31_1113

︶︒
と
い
う
こ
と
は
︑
文
章
博
士
家
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
《
後
漢
書
》
の
テ
キ
ス
ト
は
︑
初
唐
よ
り
後
︑
玄
宗



二
八

の
治
世
即
ち
中
唐
よ
り
前
の
期
間
に
書
か
れ
た
鈔
本
に
も
と
づ
く
可
能
性
が
あ
る
が
︑
他
の
書
物
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
︒

　

事
例
（
ｄ
）　

天
暦
︵
九
四
七
～
九
五
七
︶
改
元
時
︑
か
つ
て
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
大
江
朝
綱
︵
八
八
六
～

九
五
八
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
二
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た︵

10
︶︒
そ
の
中
︑﹁
天
受
﹂
は
《
孟
子
・
万
章
上
》
に
も
と
づ
き
︑
引

文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　

《
孟
子
》
曰
︑﹁
堯
薦
舜
於
天
而
天
受
之
︑
暴
之
於
民
而
民
受
之
︒
舜
︑
天
人
所
受
︑
故
得
天
下
︒
敢
問
︑﹃
天
民
受
︑
如
何
﹄︒
曰
︑

﹃
使
之
主
祭
︑
百
神
享
之
︑
是
天
受
之
也
︒
使
之
主
事
而
事
治
︑
百
姓
安
之
︑
是
民
受
之
也
﹄﹂︒
在
位
五
十
年
︑
百
廿
一
歳
︒︵1_5b

︶

　

こ
の
引
文
に
は
三
つ
の
問
題
が
あ
る
︒
一
つ
め
は
︑
経
注
の
区
別
を
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
︒﹁
舜
︑
天
人
所
受
︑
故
得
天
下
﹂
は

経
文
で
は
な
く
︑
趙
岐
の
注
文
で
あ
り
︑
こ
の
《
元
秘
別
録
》
を
鈔
写
し
た
者
は
そ
の
事
実
に
気
づ
き
︑
行
間
に
﹁
此
﹃
舜
﹄
已
下
九
字
︑

注
也
﹂
と
注
記
し
て
い
る
︵
図
二
︶︒
二
つ
め
は
︑
引
文
に
か
な
り
の
誤
脱
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
︑
た
と
え
ば
﹁
敢
問
︑
天
民
受
︑
如
何
﹂

一
句
を
原
典
は
﹁
敢
問
︑
薦
之
於
天
而
天
受
之
︑
暴
之
於
民
而
民
受
之
︑
如
何
﹂︵8_168_xb

︵
11
︶︶
に
作
る
︒
三
つ
め
は
︑
引
文
末
尾
の
﹁
在

位
五
十
年
︑
百
廿
一
歳
﹂
の
一
句
が
《
孟
子
》
の
中
に
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
り
︑
そ
れ
は
鈔
写
者
が
行
間
に
﹁
此
已
下
小
字
︑《
孟
子
》

本
文
并
注
無
之
﹂
と
注
記
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
︒
注
記
中
の
﹁
小
字
﹂
の
二
字
が
暗
示
す
る
の
は
︑
図
二
に
示
す
通
り
︑
該
句
は
本
稿

が
底
本
と
す
る
《
元
秘
別
録
》
に
お
い
て
は
大
字
で
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
元
来
は
小
字
に
て
勘
文
本
体
も
し
く
は
先
行
す
る
《
元
秘
別
録
》

の
中
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
︑
鈔
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
過
程
で
本
文
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
こ
の
末

尾
の
一
句
に
は
一
定
の
根
拠
が
あ
り
︑《
敦
煌
変
文
・
舜
子
変
》
所
引
《
歴
帝
紀
》
孔
安
国
注
に
︑﹁
舜
在
位
五
十
年
︑
年
一
百
十
二
歳
︑

崩
︑
葬
蒼
梧
野
九
疑
山
﹂
と
あ
る︵

12
︶︒



二
九

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

　
図
二

　　

事
例
（
ｅ
）　

康
平
︵
一
〇
五
八
～
一
〇
六
五
︶
改
元
に
つ
い
て
は
事
例
︵
ｂ
︶
で
も
取
り
上
げ
た
が
︑
勘
申
者
の
一
人
で
あ
る
平
定

親
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
二
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
永
長
﹂
は
《
礼
記
・
中
庸
・
疏
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
︒

　

《
礼
記
正
義
》
曰
︑﹁
聖
人
之
道
為
世
被
則
︑
故
庶
幾
夙
夜
以
永
長
﹂︒︵1_30b-31a

︶

　

通
行
本
は
﹁
言
聖
人
之
道
為
世
法
則
︑
若
遠
離
之
則
有
企
望
︑
思
慕
之
深
也
︒
若
附
近
之
則
不
厭
倦
︑
言
人
愛
之
無
已
︒《
詩
》
云
︑﹃
在

彼
無
悪
︑
在
此
無
射
︒
庶
幾
夙
夜
︑
以
永
終
誉
﹄﹂︵5_899_2a
︶
に
作
っ
て
お
り
︑
両
者
の
間
に
は
相
当
の
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
る
︒

年
号
勘
文
の
引
文
は
相
当
の
混
乱
を
来
し
て
お
り
︑
た
と
え
ば
︑
傍
線
部
の
七
字
は
︑《
毛
詩
・
周
頌
・
振
鷺
》
に
も
と
づ
き
な
が
ら
︑

句
末
の
﹁
終
誉
﹂
の
い
ず
れ
か
一
字
を
落
と
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
︑
残
っ
た
一
字
も
﹁
長
﹂
字
に
書
き
誤
っ
た
上
で
︑﹁
永
長
﹂
の

典
拠
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
︒《
正
義
》
に
引
か
れ
て
い
る
︿
振
鷺
﹀
と
同
一
句
が
《
礼
記
・
中
庸
》
の
経
文
に
あ
る
の
だ
か
ら
︑
原
典

を
き
ち
ん
と
確
認
す
れ
ば
︑
か
か
る
過
誤
が
生
じ
る
は
ず
は
な
い
︒
恐
ら
く
定
親
は
経
注
が
附
載
さ
れ
て
い
な
い
《
礼
記
》
単
疏
本
そ
の

も
の
︑
も
し
く
は
そ
れ
が
記
さ
れ
た
文
献
の
み
を
見
て
勘
文
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
紹
熙
三
年
︵
一
一
九
二
︶
の
黄
唐
跋
が
附
さ
れ



三
〇

て
い
る
最
初
の
《
礼
記
》
注
疏
合
刻
本
は
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
時
期
だ
が
︑
文
献
操
作
の
面
で
穏
当
さ
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
︒

　

事
例
（
ｆ
）　

治
暦
︵
一
〇
六
五
～
一
〇
六
九
︶
改
元
時
︑
文
章
博
士
藤
原
正
家
︵
一
〇
二
六
～
一
一
一
一
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は

三
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
寛
祐
﹂
の
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　

《
礼
記
》
曰
︑﹁
寛
祐
者
︑
仁
之
作
也
︒
温
良
者
︑
仁
之
本
也
︒
礼
節
者
︑
仁
之
皃
也
︒
歌
楽
者
︑
仁
之
和
也
﹂︒《
呂
氏
春
秋
》
曰
︑

﹁
夾
鐘
之
月
︑
寛
祐
和
平
︑
行
徳
去
刑
︑
行
仁
徳
︑
知
刑
義
﹂︒︵1_34b

︶

　

前
段
の
引
文
は
《
礼
記
・
儒
行
》
に
も
と
づ
き
︑
通
行
本
は
﹁
温
良
者
︑
仁
之
本
也
︒
敬
慎
者
︑
仁
之
地
也
︒
寛
裕
者
︑
仁
之
作
也
︒

孫
接
者
︑
仁
之
能
也
︒
礼
節
者
︑
仁
之
貌
也
︒
言
談
者
︑
仁
之
文
也
︒
歌
楽
者
︑
仁
之
和
也
︒
分
散
者
︑
仁
之
施
也
﹂︵5_979_lb

︶
に

作
る
︒
後
段
の
引
文
は
《
呂
氏
春
秋
・
音
律
》
本
文
﹁
夾
鐘
之
月
︑
寛
裕
和
平
︑
行
徳
去
刑
﹂
お
よ
び
注
文
﹁
夾
鐘
︑
二
月
也
︒
行
仁
徳
︑

去
刑
戮
也
﹂
に
も
と
づ
く︵

13
︶︒《
元
秘
別
録
》
所
収
の
引
文
は
原
文
の
節
録
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
︑
文
字
や
句
の
順
序
を
改
変
し
て
い
る

こ
と
が
容
易
に
看
取
さ
れ
る
︒

　

と
り
わ
け
問
題
な
の
は
︑
典
拠
と
な
っ
て
い
る
典
籍
の
原
文
が
い
ず
れ
も
﹁
寛
祐0

﹂
で
は
な
く
﹁
寛
裕0

﹂
に
作
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

つ
ま
り
両
段
の
引
文
は
と
も
に
﹁
寛
祐
﹂
の
典
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
︒
正
家
は
承
保
︵
一
〇
七
四
～
一
〇
八
四
︶
改
元

時
に
も
《
礼
記
》
を
典
拠
と
し
て
﹁
寛
祐
﹂
を
勘
申
し
て
お
り
︵1_39b

︶︑
藤
原
宗
業
︵
一
一
五
一
～
？
︶
も
建
仁
︵
一
二
〇
一
～

一
二
〇
四
︶
改
元
時
に
や
は
り
《
礼
記
》
と
《
呂
氏
春
秋
》
と
を
典
拠
と
し
て
﹁
寛
祐
﹂︵1_51b

︶
を
勘
申
し
て
い
る
︒
か
か
る
錯
誤
は

当
然
な
が
ら
《
元
秘
別
録
》
の
鈔
写
者
が
来
し
た
も
の
で
は
な
く
︑
文
章
博
士
家
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
経
伝
テ
キ
ス
ト
に
含
ま
れ
る

譌
字
に
よ
る
︒
無
名
氏
が
勘
文
中
の
﹁
寛
祐
﹂
の
上
層
に
︑﹁
按
ず
る
に
︑《
礼
記
》
は
﹃
寛
祐
﹄
に
作
り
︑《
呂
氏
春
秋
》
も
﹃
寛
祐
﹄

に
作
っ
て
い
る
︒
古
人
の
粗
雑
な
仕
事
に
は
笑
わ
さ
れ
る
﹂︵
按
︑《
礼
記
》
寛
祐
︑《
呂
氏
春
秋
》
寛
祐
︑
古
人
麁
業
可
笑
︒
図
三
︶
と

書
き
つ
け
て
い
る
が
︑
対
校
資
料
が
容
易
に
得
ら
れ
な
い
刊
本
伝
来
以
前
に
あ
っ
て
は
︑
こ
の
種
の
問
題
が
生
じ
る
の
も
致
し
方
の
無
い



三
一

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

こ
と
か
も
知
れ
な
い
︒

　

図
三

　　

事
例
（
ｇ
）　

康
平
︵
一
〇
五
八
～
一
〇
六
五
︶
改
元
に
触
れ
る
の
は
三
度
目
に
な
る
が
︑
年
号
勘
申
者
の
一
人
で
あ
る
文
章
博
士
菅

原
定
義
︵
一
〇
一
二
～
一
〇
六
五
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
三
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
康
徳
﹂
は
《
尚
書
・
君
奭
》

に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　

《
尚
書
》
曰
︑﹁
王
人
無
弗
康0

徳
︑
明
恤
小
臣
︑
屏
侯
旬0

﹂︒
注
曰
︑﹁
自
湯
至
武
丁
︑
其
王
人
無
不
持
徳
立
業
︑
明
憂
其
小
臣
︑
使
得

其
久0

︑
以
為
蕃
屏
侯
甸
之
服
﹂︒︵1_32a
︶

　

通
行
本
の
経
文
は
﹁
王
人
罔
不
秉0

徳
︑
明
恤
小
臣
︑
屏
侯
甸0

﹂
に
作
り
︑
注
文
は
﹁
自
湯
至
武
丁
︑
其
王
人
無
不
持
徳
立
業
︑
明
憂
其

小
臣
︑
使
得
其
人0

︑
以
為
蕃
屏
侯
甸
之
服
﹂
に
作
る
︵1_246_sb

︶︒《
元
秘
別
録
》
所
収
経
文
の
﹁
無
弗
﹂
は
そ
れ
ぞ
れ
同
義
字
で
あ

る
﹁
罔
不
﹂
二
字
が
書
き
換
え
ら
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑﹁
康
﹂・﹁
旬
﹂・﹁
久
﹂
の
三
字
が
そ
れ
ぞ
れ
﹁
秉
﹂・﹁
甸
﹂・﹁
人
﹂

の
形
近
の
譌
字
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
︒
と
い
う
こ
と
は
︑《
尚
書
・
君
奭
》﹁
王
人
﹂
云
云
の
経
文
も
本
来
︑
年
号
案
﹁
康
徳
﹂
の

典
拠
に
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
り
︑
文
章
博
士
家
所
伝
の
経
伝
テ
キ
ス
ト
は
相
当
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
言
え
る
︒
実
際
︑《
元
秘

別
録
》
に
は
︑《
尚
書
》
経
伝
の
引
文
が
示
さ
れ
た
後
︑
小
字
で
も
っ
て
以
下
の
注
記
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
︒

　

《
尚
書
》
両
本
雖
引
見
︑
未
決
︒
但
写
本
也
︒
以
摺
本
可
決
歟
︒



三
二

一
本
﹁
王
人
無
弗
康0

徳
︑
明
恤
小
臣
︑
屏
侯
甸
﹂︒

一
本
﹁
王
人
罔
不
秉0

徳
︑
明
恤
小
臣
︑
屏
侯
甸
﹂︒︵1_29b

︵
14
︶︶

　

書
き
入
れ
は
《
元
秘
別
録
》
成
書
の
後
︑
菅
家
の
関
係
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
︑
こ
の
記
載
か
ら
菅
家
に
は
二
種
の
《
尚
書
》

経
伝
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
︑
書
き
入
れ
を
加
え
た
者
は
︑
い
ず
れ
が
正
し
い
か
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
ず
︑

﹁
摺
本
﹂
す
な
わ
ち
刊
本
を
見
る
こ
と
で
断
定
で
き
る
と
考
え
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
同
時
に
菅
家
の
中
に
は
刊
本
《
尚
書
》
が
収
蔵
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
暗
示
す
る
︒
高
辻
長
成
の
前
に
《
尚
書
》
刊
本
が
国
内
に
入
っ
て
来
て
い
る
こ
と
は
︑
明
経
博
士
家
の
清
原
宣

賢
︵
一
四
七
五
～
一
五
五
〇
︶
が
鈔
本
《
尚
書
》
巻
七
の
奥
書
に
清
原
近
業
︵
一
一
五
二
～
一
一
八
三
︶
の
本
奥
書
﹁
嘉
応
三
年

︵
一
一
七
一
︶
三
月
十
五
日
校
摺
本
了
﹂
を
転
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る︵

15
︶︒

　

事
例
︵
ｄ
︶
か
ら
︵
ｇ
︶
ま
で
の
四
例
に
検
討
を
加
え
た
結
果
︑《
元
秘
別
録
》
所
収
の
漢
籍
テ
キ
ス
ト
に
は
少
な
か
ら
ぬ
乱
れ
が
存

在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
︒
文
章
博
士
家
は
漢
学
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
は
あ
っ
た
が
︑
学
問
の
水
準
は
決
し
て
高
く
な
く
︑
鈔
本
に
生

じ
た
譌
字
を
指
摘
し
た
り
︑
そ
れ
を
正
す
だ
け
の
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
か
に
見
え
る
︒
か
く
て
譌
字
を
含
む
テ
キ
ス
ト
が

伝
承
さ
れ
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
だ
か
ら
と
言
っ
て
︑《
元
秘
別
録
》
所
収
の
漢
籍
テ
キ
ス
ト
が
無
価
値
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
︒
事
例
︵
ｇ
︶
の
書
き
入
れ
に
あ
る
﹁
以
摺
本
可
決
歟
﹂
の
一
句
は
︑
別
の
角
度
か
ら
見
る
と
︑
文
章
博
士
家
の
中
で
伝
承
さ
れ
た

《
尚
書
》
の
テ
キ
ス
ト
は
不
完
全
に
し
ろ
刊
本
の
影
響
を
受
け
る
前
の
古
鈔
本
の
形
状
を
伝
え
て
い
る
︑
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
︒
事
例
︵
ａ
︶
か
ら
︵
ｃ
︶
で
紹
介
し
た
《
後
漢
書
》
の
引
文
は
そ
の
実
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
︑
他
に
も
同
様
の
事
例
が
あ
る
か

否
か
に
つ
い
て
節
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
︒

四　
《
元
秘
別
録
》
所
収
漢
籍
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
上
の
価
値

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
︑《
元
秘
別
録
》
に
年
号
勘
文
の
引
文
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
漢
籍
の
文
字
が
通
行
本
と
異
な
る
こ
と
が



三
三

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

あ
る
︒
経
書
に
つ
い
て
言
う
と
︑
相
違
す
る
文
字
の
中
に
は
阮
元
《
校
勘
記
》︵
以
下
﹁
阮
校
﹂︶
に
引
か
れ
る
異
文
と
も
重
な
る
も
の
が

あ
る
か
ら
︑
全
て
を
誤
写
と
片
づ
け
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
︒
以
下
︑
い
く
つ
か
実
例
を
紹
介
し
検
討
を
加
え
る
︒

　

事
例
（
ｈ
）　

正
暦
︵
九
九
〇
～
九
九
五
︶
改
元
時
︑
か
つ
て
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
菅
原
輔
正
が
提
出
し
た
勘
文
に

は
五
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た︵

16
︶︒
そ
の
中
︑﹁
皆
安
﹂
は
《
尚
書
・
周
官
・
注
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

《
尚
書
・
注
》
曰
︑﹁
官
職
有
序
︑
衆
政
惟
和
︑
万
国
皆
安
︑
所
為
至
治
也
﹂︒︵1_9b

︶

　

通
行
本
は
﹁
衆
政
﹂
二
字
の
上
に
﹁
故
﹂
字
が
あ
り
︑﹁
所
為
至0

治
也
﹂
句
を
﹁
所
以
為
正0

治
﹂
に
作
る
︵1_269_lb

︶︒
阮
校
は
︑﹁
古

本
・
岳
本
・
宋
板
﹃
正
﹄
作
﹃
至
﹄﹂︵1_283_2a

︶
と
述
べ
︑﹁
古
本
﹂
を
含
む
複
数
の
テ
キ
ス
ト
で
は
年
号
勘
文
の
引
文
と
同
様
に
﹁
至
﹂

字
に
作
る
こ
と
を
指
摘
す
る
︒
阮
元
は
《
周
易
注
疏
校
勘
記
序
》
の
中
で
︑
引
拠
文
献
を
説
明
す
る
際
︑﹁
古
本
﹂
の
下
に
﹁《
七
経
孟
子

考
文
補
遺
》
に
拠
る
﹂︵1_25_xa

︶
と
注
記
し
て
い
る
か
ら
︑
所
謂
﹁
古
本
﹂
は
山
井
鼎
︵
一
六
九
〇
～
一
七
二
八
︶
撰
︑
荻
生
観

︵
一
六
七
三
～
一
七
五
四
︶
補
遺
《
七
経
孟
子
考
文
補
遺
》
所
引
の
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
く
︒
山
井
は
《
七
経
孟
子
考
文
・
凡
例
》
に
お

い
て
︑﹁﹃
古
本
﹄
と
称
す
る
の
も
︑
足
利
学
校
所
蔵
の
写
本
で
あ
る
﹂
と
説
明
し
た
後
︑
さ
ら
に
﹁
い
ず
れ
も
我
が
国
の
古
の
博
士
家
が

伝
え
た
も
の
で
あ
る
︒
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
は
︑《
礼
記
》
書
尾
に
永
和
︵
一
三
七
五
～
一
三
七
九
︶
年
間
に
清
原
良
賢
が
加

え
た
句
読
と
本
奥
書
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
﹂
と
補
足
し
て
い
る︵

17
︶︒
こ
れ
に
よ
り
︑﹁
古
本
﹂
の
テ
キ
ス
ト
が
﹁
古
の
博
士
家
﹂︑
す

な
わ
ち
明
経
博
士
家
の
一
で
あ
る
清
原
氏
の
鈔
本
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
確
と
な
る
︒《
尚
書
》
に
つ
い
て
言
う
と
︑
清
原
氏
所
伝
鈔
本

の
テ
キ
ス
ト
は
《
隸
古
定
尚
書
》
ま
で
遡
り
得
る
も
の
で
あ
り︵

18
︶︑
文
章
博
士
家
所
伝
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
れ
と
部
分
的
に
重
な
る
の
で

あ
る
︒

　

事
例
（
ｉ
）　

永
保
︵
一
〇
八
一
～
一
〇
八
四
︶
改
元
時
︑
文
章
博
士
藤
原
行
家
︵
一
〇
二
九
～
一
一
〇
六
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は

三
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
永
保
﹂
は
《
尚
書
・
梓
材
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒



三
四

　
　
︵《
尚
書
》︶
又
曰
︑﹁
惟
王
︑
子
子
孫
孫
永
保
民
人
﹂︵
又
欲
令
其
子
孫
累
世
長
君0

国
安
民
也
︶︒︵1_43a

︶

　

通
行
本
の
経
文
は
﹁
惟
曰
欲
至
于
万
年
惟
王
︑
子
子
孫
孫
永
保
民
﹂︑
注
文
は
﹁
又
欲
令
其
子
孫
累
世
長
居0

国
以
安
民
﹂
に
そ
れ
ぞ
れ

作
る
︵1_213_xb

︶︑
森
本
角
蔵
が
推
測
す
る
よ
う
に
︑﹁
民
人
﹂
の
二
字
は
唐
代
の
避
諱
改
字
に
よ
り
生
じ
た
誤
衍
で
あ
る
可
能
性
が

高
い︵

19
︶︒
阮
校
は
注
文
に
つ
い
て
︑﹁
古
本
﹃
居
﹄
作
﹃
君
﹄︑
監
本
亦
作
﹃
君
﹄﹂
と
異
文
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
り
︵1_217_lb

︶︑《
元

秘
別
録
》
所
収
《
尚
書
》
経
伝
の
テ
キ
ス
ト
は
﹁
古
本
﹂
と
重
な
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

事
例
（
ｊ
）　

嘉
保
︵
一
〇
九
四
～
一
〇
九
六
︶
改
元
時
︑
文
章
博
士
藤
原
成
季
︵
生
卒
年
未
詳
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
二
つ
の
年

号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
弘
徳
﹂
は
《
周
易
・
益
卦
九
五
爻
辞
・
疏
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　　
《
周
易
正
義
》
曰
︑﹁
得
位
処
尊
︑
為
天
下
之
主
︑
兼
弘0

徳
義
﹂︒︵1_49b

︶

　

通
行
本
は
﹁
得
位
処
尊
︑
為
益
之
主
︑
兼
張0

徳
義
﹂
に
作
り
︵1_97_la

︶︑﹁
天
下
﹂
の
二
字
は
﹁
益
﹂
字
の
譌
だ
と
判
断
さ
れ
る
︒

阮
校
は
﹁
兼
張
徳
義
﹂
句
に
つ
い
て
︑﹁
銭
本
・
宋
本
﹃
張
﹄
作
﹃
宏
﹄﹂︵1_102_la

︶
と
述
べ
︑
宋
本
が
﹁
張
﹂
字
を
﹁
宏
﹂
に
作
る

こ
と
を
指
摘
す
る
が
︑﹁
宏
﹂
は
乾
隆
帝
の
諱
﹁
弘
暦
﹂
を
避
け
た
改
字
で
あ
り
︑
阮
元
所
見
の
宋
本
は
実
際
に
は
﹁
兼
弘
徳
義
﹂
に
作
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒《
元
秘
別
録
》
所
収
の
句
は
こ
の
宋
本
と
重
な
る
の
で
あ
る
︒

　

事
例
（
ｋ
）　

承
元
︵
一
二
〇
七
～
一
二
一
一
︶
改
元
時
︑
文
章
博
士
菅
原
為
長
︵
一
一
五
八
～
一
二
四
六
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は

三
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
徳
元
﹂
は
《
尚
書
・
召
誥
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　

《
尚
書
》
曰
︑﹁
其
惟
王
位
在
徳
元
﹂︑
註
曰
︑﹁
順
行
禹
湯
所
有0

成
徳
︑
則
其
惟
王
居
位
在
徳
之
首
也
﹂︒︵2_56b-57a

︶

　

通
行
本
の
経
文
は
﹁
若
有
功
︑
其
惟
王
位
在
徳
元
﹂︑
注
文
は
﹁
順
行
禹
湯
所
以0

成
功
︑
則
其
惟
王
居
位
在
徳
之
首
﹂
に
そ
れ
ぞ
れ
作



三
五

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

る
︵1_223_xb

︶︑
阮
校
は
注
文
の
﹁
順
行
禹
湯
所
以
成
功
﹂
句
に
つ
い
て
︑﹁
古
・
岳
本
・
宋
板
﹃
以
﹄
作
﹃
有
﹄﹂︵1_233_la

︶
と

指
摘
す
る
か
ら
︑《
元
秘
別
録
》
所
収
の
《
尚
書
》
経
伝
テ
キ
ス
ト
は
宋
版
に
合
致
す
る
の
み
な
ら
ず
︑﹁
古
本
﹂
の
姿
を
も
伝
え
る
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

　
《
元
秘
別
録
》
に
収
録
さ
れ
て
い
る
儒
家
経
典
の
経
注
疏
の
文
字
に
検
討
を
加
え
た
と
こ
ろ
︑
こ
れ
ら
の
文
字
が
玉
石
混
淆
で
あ
り
︑

譌
字
も
少
な
く
な
い
が
︑﹁
古
本
﹂
な
ど
の
確
か
な
来
歴
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
と
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
︒
森
本
角
蔵
は

《
元
秘
別
録
》
所
収
の
漢
籍
の
文
字
と
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
漢
籍
の
原
文
と
を
併
せ
て
提
示
し
︑
部
分
的
に
両
者
の
間
の
異
同
を
指
摘
し

て
い
る︵

20
︶︒
そ
の
調
査
と
整
理
の
成
果
は
貴
重
で
あ
る
が
︑
通
行
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト
や
参
考
と
な
る
文
献
を
参
照
し
て
お
ら
ず
︑
そ

の
校
勘
は
極
め
て
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
な
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
︒
森
本
氏
の
作
業
を
土
台
に
校
勘
を
進
め
る
こ
と
は
後
学
の
務
め
で

あ
り
︑
本
稿
の
中
で
実
施
し
た
校
勘
は
そ
の
一
環
で
も
あ
る
︒

五　
《
元
秘
別
録
》
の
テ
キ
ス
ト
と
校
語

　
《
元
秘
別
録
》
は
高
辻
長
成
の
手
で
一
旦
完
成
し
た
が
︑
内
閣
文
庫
所
蔵
本
を
調
べ
る
と
︑
延
宝
︵
一
六
七
三
～
一
六
八
一
︶
改
元
ま

で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
が
二
本
︑
正
徳
︵
一
七
一
一
～
一
七
一
六
︶
改
元
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
が
一
本
あ
る︵

21
︶︒
本
書
が
十
三
世

紀
の
成
書
の
後
も
鈔
写
・
増
補
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
︒
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
︑
本
稿
が
底
本
と
す
る
《
元
秘
別

録
》
に
は
異
文
を
指
摘
す
る
校
語
が
い
く
つ
か
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
︑
管
見
の
限
り
︑
底
本
と
全
く
同
一
の
校
語
を
持
つ

《
元
秘
別
録
》
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
︒
も
し
校
語
が
最
初
か
ら
《
元
秘
別
録
》
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
し
た
ら
︑
後
人
も
そ
れ
を

転
記
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
︑
底
本
に
見
え
る
校
語
は
長
成
よ
り
後
の
人
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
︒
そ
れ

な
ら
ば
︑
底
本
の
校
語
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
異
文
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
も
し
家
内
所
蔵
の
漢
籍
だ
と
す
る
と
︑
年
号
勘

文
作
成
の
際
に
参
照
し
た
漢
籍
の
異
本
テ
キ
ス
ト
が
校
語
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
︑
本
節
で
は
こ
の
問
題
を
考
察
す

る
︒



三
六

　

事
例
（
ｌ
）　

正
暦
︵
九
九
〇
～
九
九
五
︶
改
元
時
︑
菅
原
輔
正
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
五
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑

﹁
能
成
﹂
は
《
周
易
・
恒
卦
・
彖
伝
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

《
周
易
》
曰
︑﹁
日
月
得
天
而
能
久
照
︑
四
時
変
化
而
能
久
成
︑
聖
人
久
於
其
道
而
天
下
化
成
﹂︒
注
云
︑﹁
各0

得
其
所0

恒
︑
故
皆
能
長

久
也
﹂︒︵1_9b
︶

　

注
文
の
冒
頭
に
﹁
言
﹂
字
を
脱
し
て
い
る
こ
と
を
除
き
︑
引
文
の
テ
キ
ス
ト
は
通
行
本
と
同
じ
で
あ
る
︒
留
意
す
べ
き
は
︑
注
文
﹁
各
﹂

字
の
右
に
﹁
益
イ
﹂︑﹁
所
﹂
字
の
右
に
﹁
怪
イ
﹂
の
書
き
入
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︵
図
四
︶︒﹁
イ
﹂
は
﹁
異
本
﹂

で
あ
る
こ
と
を
示
す
略
号
で
あ
り
︑
異
本
で
は
﹁
各
﹂
を
﹁
益
﹂︑﹁
所
﹂
を
﹁
怪
﹂
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
こ
の
二
つ

の
校
語
を
通
行
本
に
当
て
は
め
る
と
︑﹁
益
得
其
怪
恒
﹂
と
な
り
文
意
を
な
さ
な
い
が
︑
そ
の
よ
う
に
作
る
《
周
易
》
の
鈔
本
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
︒

　
図
四

　　　

事
例
（
ｍ
）　

長
元
︵
一
〇
二
八
～
一
〇
三
七
︶
改
元
時
︑
藤
原
家
経
︵
九
九
二
～
一
〇
五
八
︶
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
三
つ
の
年
号

案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
承
暦
﹂
の
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　

《
維
城
典
訓
》
説
︑﹁
聖
人
者
能
躰
通
以
為
用
︑
以
懿
徳
而
承
暦
︑
資
文
明
以
應
期
︑
崇
高
則
天
︑
博
厚
儀
地
︑
鎔
鋳
包
於
六
合
︑
陶

甄
殊0

於
万
有︵

22
︶﹂︒︵1_19b

︶



三
七

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

　

武
則
天
の
編
に
係
る
《
維
城
典
訓
》
は
現
在
失
わ
れ
て
お
り
︑
家
経
の
引
文
は
そ
の
佚
文
に
数
え
ら
れ
る
︒
藤
原
佐
世
︵
八
四
七
～

八
九
八
︶
編
《
日
本
国
見
在
書
目
録
・
雑
家
》
に
﹁
維
城
典
廿
卷
︵
則
天
太
后
撰
︶﹂︵

23
︶と
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
︑
平
安
時
代
に
は
国

内
に
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
留
意
す
べ
き
は
︑﹁
殊
﹂
字
の
右
に
﹁
被
イ
﹂
の
校
語
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
︑
異
本

で
は
﹁
被
﹂
に
作
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
字
を
含
む
句
が
前
の
一
句
と
対
偶
を
な
す
こ
と
は
自
明
だ
か
ら
︑
異
本
の
﹁
被
﹂

字
の
方
が
適
当
で
あ
る
︒

　

事
例
（
ｎ
）　

康
平
改
元
時
︑
平
定
親
が
提
出
し
た
勘
文
に
は
三
つ
の
年
号
案
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
︑﹁
寛
治
﹂
は
《
礼
記
・

祭
法
》
に
も
と
づ
き
︑
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　

《
礼
》
曰
︑﹁
陽0

以
寛
治
民
而
除0

其
虐0

︑
文
王
以
文
治
︑
武
王
以
武
功
︑
去
民
之
笛0

︒
此
皆
有
功
烈
於
民
者
也
﹂︒︵1_31a

︶

　

通
行
本
は
﹁
陽
﹂
を
﹁
湯
﹂︑﹁
笛
﹂
を
﹁
菑
﹂
に
そ
れ
ぞ
れ
作
り
︵5_803_xa

︶︑
通
行
本
の
方
が
優
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
︒

留
意
す
べ
き
は
︑
図
五
に
示
す
通
り
︑﹁
除
﹂
字
の
右
に
﹁
降
イ
﹂︑﹁
虐
﹂
字
の
右
に
﹁
象
イ
﹂
の
校
語
が
そ
れ
ぞ
れ
書
き
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
の
異
文
は
魯
魚
の
誤
り
に
属
す
る
︒
こ
の
事
例
に
関
し
て
は
︑《
元
秘
別
録
》
に
の
中
で
年
号
勘
文
の
引
文

と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
籍
テ
キ
ス
ト
は
通
行
本
よ
り
劣
り
︑
校
語
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
異
本
中
の
テ
キ
ス
ト
は
勘
文
の
引
文
よ
り
さ

ら
に
劣
る
と
言
え
る
︒

　

 

図
五

　　　

事
例
︵
ｌ
︶
か
ら
︵
ｎ
︶
を
見
る
限
り
︑《
元
秘
別
録
》
の
校
語
が
指
摘
す
る
異
文
は
良
質
な
漢
籍
の
異
本
に
も
と
づ
く
も
の
と
は
言



三
八

い
難
い
︒
こ
れ
ら
は
家
内
に
伝
わ
る
漢
籍
の
異
文
で
は
あ
り
得
ず
︑《
元
秘
別
録
》
自
体
の
異
文
を
指
し
て
い
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
事
例
︵
ｌ
︶

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
異
本
の
﹁
益
﹂
字
と
﹁
怪
﹂
字
︑
事
例
︵
ｍ
︶
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
異
本
の
﹁
被
﹂
字
︑
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
內
閣

文
庫
所
蔵
《
元
秘
別
録
》
七
冊
本
︵
資
料
番
号
：
一
四
六
︱
一
二
三
︶
に
収
録
さ
れ
て
い
る
勘
文
の
引
文
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

︵1_10b　

図
六
／1_17a　

図
七
︶︒
事
例
︵
ｎ
︶
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
異
文
の
﹁
降
﹂
字
を
含
ん
だ
テ
キ
ス
ト
も
︑
內
閣
文
庫
所

蔵
《
勘
者
部
類
》
五
冊
本
︵
資
料
番
号
：
古
一
︱
五
七
︶
に
収
録
さ
れ
て
い
る
勘
文
に
見
え
る
︵1_20a　

図
八
︶︒
こ
の
《
勘
者
部
類
》

の
校
語
は
︑
引
文
中
の
﹁
降
﹂
字
が
﹁
除
﹂
の
譌
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
な
ら
ず
︑《
元
秘
別
録
》
の
校
語
と
同
様
に
︑
異
本
が

﹁
虐
﹂
字
を
﹁
象
﹂
に
作
る
旨
の
指
摘
も
し
て
い
る︵

24
︶︒
森
本
角
蔵
が
﹁
内
容
元
秘
別
録
と
殆
ど
同
じ
﹂︵

25
︶と
解
説
し
て
い
る
よ
う
に
︑《
勘

者
部
類
》
は
《
元
秘
別
録
》
と
同
類
の
書
で
あ
る
︒

　
《
元
秘
別
録
》
は
鈔
写
と
増
補
を
繰
り
返
す
中
で
︑
次
第
に
異
文
・
異
本
を
生
じ
た
︒
鈔
写
者
や
読
者
が
異
本
を
参
照
す
る
の
は
自
然

な
こ
と
で
あ
り
︑
自
身
が
気
づ
い
た
異
文
を
校
語
の
中
で
指
摘
し
た
の
で
あ
る
︒
本
節
で
検
討
を
加
え
た
三
つ
の
事
例
は
︑
か
か
る
事
情

を
示
し
て
い
る
︒

　
図
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
図
七

　

　
　

　　
図
八

　

六　

結　
　
　

論

　

中
国
に
と
っ
て
の
﹁
域
外
漢
籍
﹂
に
対
す
る
関
心
は
近
年
高
ま
り
続
け
て
お
り
︑
日
本
の
漢
籍
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
︒
話
を
日
本
の



三
九

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

漢
籍
に
限
定
す
る
と
︑
国
外
か
ら
の
関
心
が
集
ま
る
の
は
︑
日
本
に
は
中
国
で
は
失
わ
れ
た
漢
籍
が
大
量
に
保
存
さ
れ
て
お
り
︑
珍
本
秘

籍
に
属
す
る
も
の
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒
発
見
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
資
料
は
ま
だ
残
っ
て
お
り
︑
年
号
勘
文
資

料
も
そ
の
一
群
に
数
え
ら
れ
る
︒
高
辻
長
成
《
元
秘
別
録
》
に
代
表
さ
れ
る
年
号
勘
文
資
料
は
︑
日
本
の
学
術
・
思
想
・
文
化
や
政
治
の

歴
史
を
考
え
る
上
で
見
過
ご
せ
な
い
価
値
を
有
し
て
お
り
︑
本
稿
で
は
経
学
と
文
献
学
の
角
度
か
ら
そ
の
価
値
を
論
じ
た
︒

　
《
元
秘
別
録
》
に
収
録
さ
れ
て
い
る
年
号
勘
文
に
は
多
く
の
漢
籍
が
引
か
れ
て
お
り
︑
経
学
文
献
が
相
当
多
く
の
部
分
を
占
め
て
い
る
︒

年
号
勘
文
は
大
部
分
が
文
章
博
士
家
で
あ
る
菅
原
氏
と
藤
原
氏
に
よ
っ
て
勘
申
さ
れ
て
お
り
︑
年
号
案
の
典
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る

漢
籍
の
テ
キ
ス
ト
の
大
半
は
文
章
博
士
家
の
中
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒
鎌
倉
時
代
中
期
よ
り
前
に
勘
申
さ
れ
た
年
号
勘

文
の
引
文
は
︑
当
然
の
こ
と
な
が
ら
︑
刊
本
伝
来
以
前
に
国
內
で
流
通
し
て
い
た
漢
籍
の
テ
キ
ス
ト
を
反
映
し
て
お
り
︑
中
に
は
唐
以
前

の
鈔
本
に
ま
で
遡
る
と
考
え
得
る
テ
キ
ス
ト
も
存
在
し
︑
高
い
校
勘
上
の
価
値
を
有
す
る
︒

　

し
か
し
︑《
元
秘
別
録
》
所
収
の
漢
籍
テ
キ
ス
ト
は
上
質
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
︒
年
号
勘
文
︑
そ
れ
を
も
と
に
編
輯
し
た
《
元
秘

別
録
》
の
作
成
︑
そ
れ
に
《
元
秘
別
録
》
の
鈔
写
は
︑
い
ず
れ
も
文
章
博
士
家
︑
す
な
わ
ち
当
時
の
漢
学
を
代
表
す
る
一
群
の
人
々
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
︑
引
文
と
し
て
提
示
さ
れ
る
漢
籍
の
文
章
に
は
魯
魚
の
誤
り
を
含
む
誤
記
・
誤
脱
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

い
る
︒
こ
の
事
実
は
︑
博
士
家
の
漢
学
の
水
準
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
例
示
し
た
事
例
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
の
で
︑

結
論
を
下
す
に
は
さ
ら
に
多
く
の
事
例
と
考
察
を
必
要
と
す
る
︒

　
《
元
秘
別
録
》
所
収
年
号
勘
文
に
関
し
て
は
︑
引
文
の
漢
籍
テ
キ
ス
ト
と
明
経
博
士
家
所
伝
テ
キ
ス
ト
と
の
違
い
︑
引
文
に
加
え
ら
れ

て
い
る
訓
点
︑
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
年
号
勘
文
中
の
引
文
に
お
け
る
経
学
テ
キ
ス
ト
の
変
化
等
々
︑
考
察
す
べ
き
問
題
は
多
く
残
さ
れ

て
い
る
︒《
元
秘
別
録
》
が
改
元
定
の
時
に
勘
申
さ
れ
た
勘
文
そ
の
ま
ま
で
な
い
こ
と
︑
つ
ま
り
一
次
資
料
で
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
り
︑

年
号
勘
文
資
料
相
互
の
対
校
を
通
し
て
一
次
資
料
に
近
づ
こ
う
と
試
み
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
︑
改
元
の
陣
座
に
提
出
さ
れ
た
勘
文
に

よ
り
近
い
資
料
が
あ
れ
ば
︑
ま
ず
第
一
に
そ
れ
を
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
調
査
の
結
果
︑
そ
の
種
の
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
の
で
︑《
元
秘
別
録
》
に
対
す
る
総
合
的
な
校
勘
を
施
し
た
成
果
を
い
ず
れ
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒
本
稿
が
年
号
勘
文
資

料
に
対
す
る
研
究
の
発
展
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
︑
擱
筆
す
る
︒



四
〇

　
［
附
記
］　

�

論
文
中
に
引
用
し
た
資
料
画
像
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
に
も
と
づ
き
、
資
料
の
調
査
・
撮
影
と
画
像
の
利
用
に
関
し
て
多
大
な
る
便
宜
を

提
供
し
て
く
れ
た
同
館
に
謝
意
を
表
す
る
。
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
年
号
勘
文
資
料
の
研
究
基
盤
の
構
築
」（
課
題
番
号
：

15H
03157

）
お
よ
び
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
「
廣
橋
家
旧
蔵
文
書
を
中
心
と
す
る
年
号
勘
文
資
料
の
整
理
と
研
究
」
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　

注

︵
1
︶　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》
第
二
編
第
二
章
第
三
節
︿
年
号
引
文
典
籍
の
概
説
﹀︒

︵
2
︶　
《
元
秘
別
録
》
と
題
す
る
書
物
に
は
二
種
類
あ
り
︑
一
つ
は
改
元
の
陣
座
へ
の
参
加
者
の
名
簿
な
ど
の
記
録
を
主
と
す
る
も
の
︑
も
う
一
つ
は
年

号
勘
文
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
石
井
行
雄
︿
室
町
時
代
漢
籍
訓
読
の
一
事
例
︱《
元
秘
別
録
》
と
言
う
窓
か
ら
︱
﹀︑《
語

学
文
学
》
第
四
十
六
号
︑
北
海
道
教
育
大
学
語
学
文
学
会
︑
二
〇
〇
八
年
を
参
照
︒
本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
《
元
秘
別
録
》
は
後
者
で
あ
り
︑

石
井
氏
が
《
元
秘
別
録
︵
勘
文
︶》
と
分
類
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
︒

︵
3
︶　

本
稿
で
用
い
る
《
元
秘
抄
》
は
︑
塙
保
己
一
編
︑
太
田
藤
四
郎
補
《
続
群
書
類
従
》
第
十
一
輯
下
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
六
八
年
所
収
本

で
あ
る
︒︿
引
文
一
覧
﹀
は
︑
同
書
の
五
八
︱
五
九
頁
に
見
え
る
︒
た
だ
し
︑
そ
の
中
で
は
︑《
尚
書
》︑《
尚
書
傳
》︑《
尚
書
正
義
》︑《
尚
書
・
堯
典
》︑

《
尚
書
孔
安
國
傳
》
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
書
物
と
し
て
並
べ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
か
ら
︑
引
用
文
献
の
実
数
は
七
十
三
種
よ
り
少
な
い
︒

︵
4
︶　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》
第
一
編
第
二
章
︿
改
元
の
理
由
﹀
お
よ
び
第
二
編
第
五
章
第
二
節
︿
年
号
の
継
続
年
数
の
長
短
と
そ
の
時
代
﹀︑

初
版
：
目
黒
書
店
︑
一
九
三
三
年
︑
復
刻
版
：
講
談
社
︑
一
九
八
三
年
︒

︵
5
︶　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》︑
五
九
︱
六
〇
頁
︑
一
二
六
頁
︒
江
戸
時
代
の
改
元
は
幕
府
が
最
終
的
な
決
定
権
を
握
っ
て
お
り
︑
改
元
定
や
そ

の
前
段
階
に
お
い
て
相
当
の
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
か
ら
︑﹁
菅
原
氏
の
独
占
時
代
﹂
と
い
う
の
も
表
面
的
な
現
象
に
過
ぎ
な
い
︒

︵
6
︶　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
《
元
秘
別
録
》
六
冊
本
︵
資
料
番
号
：
一
四
六
︱
一
二
四
︶︑
第
一
冊
︑
第
四
十
五
葉
右
︒
寛
治
度
の
勘
申
者
に

つ
い
て
は
︑
所
功
《
年
号
の
歴
史
︱
元
号
制
度
の
史
的
研
究
︱
︵
増
補
版
︶》︑
雄
山
閣
出
版
︑
一
九
八
八
年
版
︑
八
六
︱
八
七
頁
に
お
い
て
解
説
が

な
さ
れ
て
い
る
︒

︵
7
︶　

阿
部
隆
一
︿
本
邦
現
存
漢
籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
﹀︑
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
《
阿
部
隆
一
遺
稿
集
》
第
一
巻
・
宋
元
版
篇
︑

汲
古
書
院
︑
一
九
九
三
年
︑
二
一
一
︱
二
二
六
頁
︒
明
経
博
士
家
が
伝
え
た
経
書
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
研
究
の
例
と
し
て
︑
清
原
家
所
伝
の
《
尚
書
》



四
一

年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
価
値
と
限
界
（
水
上
）

の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
た
以
下
の
拙
稿
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
拙
稿
一
︿
日
本
中
世
時
代
《
尚
書
》
学
︱
︱
以
清
原
家
的
経
学
為
考
察

中
心
﹀︑《
揚
州
大
学
学
報
︵
人
文
社
会
科
学
版
︶》
第
十
七
巻
第
四
期
︑
二
〇
一
三
年
︒
拙
稿
二
︿
日
本
中
世
時
代
《
尚
書
》
学
初
探
︱
以
清
原
家

的
経
学
為
考
察
中
心
﹀︑
林
慶
彰
・
銭
宗
武
主
編
︑
蒋
秋
華
編
輯
《
第
二
届
国
際
︿
尚
書
﹀
学
学
術
研
討
会
論
文
集
》︑
万
巻
楼
図
書
︑
六
〇
三
︱

六
二
二
頁
︑
二
〇
一
四
年
︒

︵
8
︶　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》︑
七
五
七
︱
八
四
四
頁
︒

︵
9
︶　

范
曄
《
後
漢
書
》
第
一
冊
︑
巻
一
下
︑
中
華
書
局
︑
一
九
七
三
年
版
︑
六
五
頁
︒
以
下
︑
年
号
勘
文
の
引
文
に
関
わ
る
典
拠
表
示
を
す
る
際
に
は

略
号
を
用
い
る
︒
た
と
え
ば
︑
古
籍
に
つ
い
て
﹁1_29a

﹂
と
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
﹁
第
一
冊
︑
第
二
十
九
葉
右
﹂
を
意
味
し
︵﹁
左
﹂
な
ら
﹁b

﹂︶︑

洋
装
本
に
つ
い
て
﹁1_1x_65

﹂
と
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
﹁
第
一
冊
︑
巻
一
下
︑
六
五
頁
﹂
を
意
味
す
る
︵﹁x

﹂
は
一
つ
の
巻
が
上
下
に
分
か
れ
る

時
の
﹁
下
﹂
を
意
味
す
る
︒﹁
巻
一
上
﹂
な
ら
﹁1s

﹂︶︒

︵
10
︶　

大
江
朝
綱
が
承
平
四
年
︵
九
三
四
︶
に
文
章
博
士
を
兼
任
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
︑《
公
卿
補
任
》
第
一
冊
︑
天
暦
七
年
条
︑
黒
板
勝
美
編

《
新
訂
増
補
国
史
大
系
》
第
五
十
三
卷
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
七
四
年
版
︑
一
九
四
頁
に
見
え
る
︒

︵
11
︶　

本
稿
で
引
用
す
る
《
十
三
経
》
の
経
注
疏
と
《
校
勘
記
》
は
︑
阮
元
校
刻
本
《
十
三
経
注
疏
》
全
八
冊
︑
藝
文
印
書
館
︑
一
九
九
三
年
版
を
底
本

と
す
る
︒︵　

︶
内
の
数
字
と
記
号
は
冊
数
︑
頁
数
︑
上
下
の
面
お
よ
び
左
右
の
別
を
示
す
︒
た
と
え
ば
﹁8_168_sb

﹂
と
あ
れ
ば
︑﹁
第
八
冊
︑

一
六
八
頁
︑
上
面
左
﹂
を
意
味
す
る
︒

︵
12
︶　

潘
重
規
編
《
敦
煌
変
文
集
新
書
》︑
文
津
出
版
社
︑
一
九
九
四
年
︑
九
五
六
頁
︒

︵
13
︶　

許
維
遹
撰
︑
梁
運
華
整
理
《
呂
氏
春
秋
集
釈
》︑
中
華
書
局
︑
二
〇
一
〇
年
版
︑
一
三
七
頁
︒

︵
14
︶　

こ
こ
の
《
元
秘
別
録
》
の
文
章
は
︑
国
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
所
蔵
七
冊
本
︵
資
料
番
号
：
一
四
六
︱
二
三
︶
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
︒
本

稿
が
底
本
と
す
る
《
元
秘
別
録
》
は
︑
こ
の
箇
所
に
お
い
て
著
し
い
文
字
の
混
乱
を
来
し
て
い
る
た
め
︑
こ
こ
で
は
引
か
な
い
︒

︵
15
︶　

小
林
芳
規
《
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
》
附
録
︿
漢
籍
古
点
本
奥
書
識
語
集
﹀︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
六
七
年
︑

一
四
三
五
頁
︒

︵
16
︶　

菅
原
輔
正
は
天
禄
元
年
︵
九
七
〇
︶
に
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
︒《
公
卿
補
任
》
第
一
冊
︑
二
三
八
頁
を
参
照
︒

︵
17
︶　

山
井
鼎
撰
︑
荻
生
観
補
遺
《
七
経
孟
子
考
文
補
遺
》︑《
叢
書
集
成
新
編
》
第
五
冊
︑
新
文
豊
出
版
社
︑
一
九
八
五
年
︑
三
頁
下
︒
原
文
﹁
有
曰
古

本
者
︑
亦
足
利
学
校
所
蔵
写
本
也
︒
︙
︙
皆
此
方
古
博
士
家
所
伝
也
︒
所
以
識
者
︑
其
礼
記
書
尾
猶
存
永
和
年
中
清
原
良
賢
句
読
旧
跋
﹂︒

︵
18
︶　

注
︵
7
︶
所
掲
拙
稿
二
点
を
参
照
︒



四
二

︵
19
︶　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》︑
九
一
頁
︒

︵
20
︶　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》
第
二
編
第
二
章
第
五
節
︿
引
文
の
あ
や
ま
り
﹀︑
第
三
編
資
料
第
二
︿
日
本
年
号
要
覧
﹀・
資
料
第
三
︿
日
本
年
号

候
補
便
覧
﹀︒

︵
21
︶　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》︑
七
八
九
︱
七
九
〇
頁
︒

︵
22
︶　
《
維
城
典
訓
》
に
関
す
る
研
究
に
は
︑
島
善
高
︿《
維
城
典
訓
》
考
﹀︑《
古
代
文
化
》
第
三
十
二
巻
第
七
号
︑
古
代
学
協
会
︑
一
九
八
〇
年
が
あ
る
︒

管
見
に
よ
る
と
︑
藤
原
家
経
が
引
く
《
維
城
典
訓
》
の
文
章
は
《
梁
書
・
武
帝
紀
上
》﹁
惟
王
崇
高
則
天
︑
博
厚
儀
地
︑
鎔
鋳
六
合
︑
陶
甄
万
有
﹂

に
類
似
し
て
い
る
︒
姚
思
廉
《
梁
書
》
巻
一
上
︑
中
華
書
局
︑
一
九
九
五
年
版
︑
二
八
頁
︒

︵
23
︶　

藤
原
佐
世
《
日
本
国
見
在
書
目
録
》︑《
叢
書
集
成
新
編
》
第
一
冊
︑
新
文
豊
出
版
社
︑
一
九
八
五
年
︑
三
七
八
頁
上
︒

︵
24
︶　

図
八
の
﹁
降
﹂
字
の
左
に
附
さ
れ
て
い
る
﹁
ヒ
﹂
に
似
た
形
状
の
符
号
は
︑
当
該
の
文
字
が
校
改
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
示
す
︒

︵
25
︶　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》︑
七
八
七
頁
︒


